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議会だより

プールの授業、楽しい～！！
山都町では、以下の対策を徹底したうえで、
全小中学校でプールの授業を実施されています。
〇水の塩素濃度が適正になるよう管理
〇プール授業実施前の健康チェック
〇更衣室の少人数使用



そよ風パーク

そ
よ
風
パ
ー
ク
の
指
定
管
理
解
除
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
営
業
停
止
に
至
る
経
過

〇
臨
時
取
締
役
会
等
の
経
過
〇

（
有
）そ
よ
風
遊
学
協
会
が
示
し
た
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保

証
４
号（
※
）の
緊
急
融
資
借
入
に
つ
い
て
協
議

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
の
融
資
に
つ
い
て
は
当
面

借
入
し
な
い
こ
と
を
決
定

会
社
の
廃
業
、事
業
停
止
に
つ
い
て
協
議

指
定
管
理
解
除
申
出
書
を
４
月
30
日
に
提
出
、事
業
停
止

日
を
５
月
31
日
に
決
定

そ
よ
風
遊
学
協
会
の
宮
原
代
表
取
締
役
よ
り
、社
員
へ
口
頭

で
解
雇
す
る
旨
通
知

議
会
全
員
協
議
会（
執
行
部
か
ら
経
過
の
報
告
）

宮
原
代
表
取
締
役
か
ら
、新
た
な
営
業
方
針
及
び
営
業
継

続
の
た
め
の
借
り
入
れ
及
び
、返
済
計
画
に
つ
い
て
提
案

さ
れ
た
が
、返
済
の
見
込
み
無
し
と
の
結
論
に
至
る

取
締
役
会
終
了
後
、社
員
約
40
名
に
取
締
役
か
ら
経
過
並

び
に
今
後
の
施
設
運
営
に
つ
い
て
説
明

「
指
定
管
理
者
の
指
定
取
り
消
し（
５
月
31
日
付
け
）」及
び

「
指
定
管
理
料
の
返
還
」を
通
知

社
員
解
雇

事
業
停
止

令
和
２
年
３
月
23
日

４
月
10
日

４
月
22
日

４
月
27
日

４
月
29
日

４
月
30
日

５
月
15
日

５
月
26
日

５
月
28
日

５
月
31
日

※
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
と
は
、自
然
災
害
等
の
突
発
的
事
由
に
よ
り

経
営
の
安
定
に
支
障
を
生
じ
て
い
る
中
小
企
業
者
へ
の
資
金
供
給
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
、信
用
保
証
協
会
が
通
常
の
保
証
限
度
額
と
は
別
枠
で
借

入
債
務
の 

１
０
０
％
を
保
証
す
る
制
度
。

名　称 金　額（円） 備　考

貸付金 19,800,000 平成16年、町が貸し付けた3,000万円の残高

指定管理料の返還 32,134,000 令和2年度の指定管理期間の残り10ヶ月分

（有）そよ風遊学協会の山都町に対する債務

そよ風パークは、広大な敷地に宿泊施設やレストラン、ロッジや物産館などを有する道の駅です。

木工工房 そよ風の湯・レストラングラウンドからホテルを望む

物産館 田舎山荘コテージ

2議会だより「山都」 第37号



そよ風パーク

小
企
業
診
断
士
を
入
れ
、そ
れ
ぞ
れ

の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
経
営
診
断

を
行
っ
た
。昨
年
は
第
三
セ
ク
タ
ー
の

経
営
健
全
化
方
針
に
よ
っ
て
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
入
れ
た
。こ
れ
ま
で
も
、屋
根
の

改
修
、部
屋
の
改
修
な
ど
、集
客
ア
ッ

プ
の
た
め
に
町
も
投
資
を
し
て
き
た

は
ず
で
あ
る
が
、な
ぜ
廃
業
に
至
っ
た

の
か
。４
月
27
日
に
廃
業
を
決
め
た
後

の
５
月
15
日
の
臨
時
取
締
役
会
は
何

だ
っ
た
の
か
。決
定
が
覆
る
可
能
性
が

あ
っ
た
の
か
。

答（
町
長
）　
４
月
27
日
の
取
締
役
会

で
、廃
業
を
決
定
し
た
。そ
の
後
、宮
原

代
表
か
ら
新
た
な
借
り
入
れ
と
返
済

計
画
に
つ
い
て
申
し
入
れ
が
あ
り
、会

議
を
開
い
た
が
、コ
ロ
ナ
の
影
響
は
予

測
で
き
ず
、返
済
の
見
通
し
は
立
た
な

い
と
判
断
し
た
。

問（
吉
川
）　
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営
が
厳

し
い
事
業
者
に
対
し
て
保
証
さ
れ
る

セ
ー
フ
ティ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
を
利
用

し
て
の
借
入
予
定
額
は
ど
の
程
度
だ
っ

た
の
か
。ま
た
、５
月
15
日
に
新
た
に

示
さ
れ
た
金
額
と
返
済
計
画
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　
当
初
、

６
０
０
０
万
円
の
借
入
予
定
で
あ
っ

た
。15
日
の
変
更
案
は
、４
０
０
０
万

円
の
借
り
入
れ
で
年
間
１
５
０
０
万

円
の
返
済
計
画
で
あ
っ
た
。

問（
藤
川
多
）　

指
定
管
理
業
者
を

決
定
す
る
際
に
は
、議
決
を
経
る
必

要
が
あ
る
が
、解
除
の
際
に
は
必
要
な

か
っ
た
の
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　
解
除
は
議

決
事
項
で
は
な
い
。

問（
藤
原
）　

従
業
員
の
雇
用
保
険
の

加
入
状
況
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　
従
業
員
47

名
中
38
名
は
保
険
に
加
入
し
て
い
た
。

未
加
入
者
も
早
急
に
加
入
手
続
き
を

取
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

問（
藤
川
多
）　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
提

案
事
項
を
、そ
よ
風
遊
学
協
会
に
伝
え

た
の
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
か
ら
の
報
告
書
が
上
が
っ
た
の
は

３
月
末
で
あ
り
、反
映
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
は
な
か
っ
た
。ア
ド
バ
イ
ス
を
活
か

す
こ
と
が
で
き
ず
申
し
訳
な
い
。

問（
眞
原
）　

そ
よ
風
パ
ー
ク
は
複
合

的
な
施
設
で
あ
る
。物
産
館
や
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
、分
割
し
て
委
託
で
き
な
い

か
。物
産
館
に
つ
い
て
は
、町
内
で
つ
く

る
道
の
駅
連
絡
協
議
会
も
あ
る
。技

術
的
な
支
援
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　
時
期
に
つ

い
て
は
早
急
に
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

物
産
館
等
の
営
業
に
つ
い
て
は
地
元

か
ら
の
提
案
も
あ
る
よ
う
だ
。他
の
道

の
駅
と
の
連
携
は
考
え
て
い
き
た
い
。

〇
経
緯
に
つ
い
て
〇

問（
西
田
）　

昨
年
、総
務
省
か
ら
第

三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
健
全
化
に
つ
い
て

方
針
を
示
す
よ
う
指
導
が
あ
っ
た
。本

町
で
も
債
務
超
過
で
あ
る「
そ
よ
風

パ
ー
ク
」と「
通
潤
山
荘
」が
対
象
と
な

り
、経
営
方
針
を
公
表
し
た
は
ず
だ
。

そ
の
結
果
、経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
を
委
託
し
た
。そ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
提
案
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　
令
和
元
年

度
の
予
算
で
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
委

託
料
を
い
た
だ
い
た
。実
質
昨
年
９
月

か
ら
の
業
務
で
あ
っ
た
が
、こ
れ
ま
で

の
高
齢
者
中
心
の
営
業
か
ら
若
者
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
利
用
者
を
獲
得
す
る
た

め
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

営
業
を
展
開
す
る
よ
う
提
案
が
あ
っ

た
。し
か
し
、そ
の
取
り
組
み
を
進
め

よ
う
と
す
る
矢
先
の
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、

業
務
改
善
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

問（
藤
川
多
）　

平
成
27
年
度
に
中

【
そ
よ
風
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、５
月

26
日
に
全
員
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
、執
行
部
と
議
会
が
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。主
な
質
疑

や
意
見
を
示
し
ま
す
】

◇
現
状
と
今
後
は
◇

　

７
月
８
日
開
会
の
令
和
２
年
度

第
３
回
臨
時
会
に
お
い
て
、そ
よ
風

パ
ー
ク
の
維
持
管
理
費
の
予
算
が
計

上
さ
れ
、議
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

１
２
４
８
万
３
千
円

　

◦
施
設
管
理
消
耗
品
費
◦
燃
料
費

◦
電
気
料
◦
電
話
料　

　

◦
浄
化
槽
管
理
委
託
料　
　

　

◦
浄
化
槽
清
掃
委
託
料　

　

◦
施
設
維
持
管
理
委
託
料

　

◦
電
気
保
安
管
理
委
託
料

　

◦
機
器
リ
ー
ス
料　
　
　
　
　

４
０
０
万
円(

破
産
処
理
に
か

か
る
緊
急
な
費
用
と
し
て
専

決
処
分
さ
れ
ま
し
た)

　

◦
弁
護
士
業
務
委
託
料　

　

◦
財
産
評
価
書
類
作
成
業
務
委
託
料

　

現
在(

有)

そ
よ
風
遊
学
協
会
は
、

宮
原
社
長
が
５
月
15
日
に
取
締
役

を
辞
し
、取
締
役
３
名
と
監
査
役

１
名
で
今
後
の
方
向
性
が
決
定
さ

れ
ま
す
。こ
れ
か
ら
町
は

①
裁
判
所
に
破
産
の
申
し
立
て

②
破
産
管
財
人
の
指
定

③
破
産
管
財
人
に
よ
る
財
産
処
理

を
行
い
、同
時
に
次
の
運
営
者
の

選
定
作
業
に
入
り
ま
す
。
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6月定例会 令和2年第2回定例会は、6月4日開会し、12日閉会し
ました。報告9件、条例4件、補正予算3件、工事請負
契約1件、その他21件を審議しました。

一般会計補正予算（第4号）
　令和2年度一般会計補正予算は、6，600万円を増額し、総額は135億6，300万円となりました。
　主な内容は次のとおりです。

【地域振興費】
・コミュニティ助成事業補助金

250万円

【環境衛生費】
・小規模等水道施設整備事業補助金

973万円

【熊本地震復興基金交付金事業費】
・地域コミュニティ施設等再建支援事業補助金

107万円

【農政費】
・農業用ハウス強靭化緊急対策事業補助金

220万円
・担い手づくり支援交付金事業補助金

199万円

【中山間地域総合整備費】
・御岳地区基盤整備事業基礎調査委託料

412万円

【観光施設費】
・そよ風パーク排水路付替工事

554万円

【体育施設費】
・町道長原後谷線用地測量設計委託料

550万円

【非常備消防費】
・消防団救助能力向上資機材緊急整備事

業消耗品
164万円

・消防団救助能力向上資機材緊急整備事
業備品

259万円

【学校管理費】
・エアコン備品購入費

1,289万円（小学校）
・エアコン備品購入費

687万円（中学校）

【国庫補助道路事業費】
・橋梁補修設計委託料

488万円
・橋梁詳細設計委託料

1,652万円
・橋梁点検委託料

2,610万円
・橋梁架替工事

407万円

【住宅建設費】
・定住促進住宅PFI事業支援業務委託料

1,710万円
＊PFI事業とは…
公共施設が必要な場合に民間資金を利用して
民間に施設整備とサービスの提供をゆだねる
手法。
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コロナ感染症支援

町税の年間納付猶予

介護保険料の減免

国民健康保険税の減免

山都町の新型コロナ感染症支援

令和2年度一般会計補正予算（第3号）の議決について
町は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、指定管理施設に対し、4〜5月の営業自

粛要請をしました。それに対する補償として、指定管理料の増額分が計上されていましたが、既
に事業停止が決定していた（有）そよ風遊学協会が除外されていたこと、指定管理施設以外の観
光関連事業者への同等な補償がないことなどについて意見があり、採決の結果、賛成6、反対7
で否決され、廃案となりました。

１．当感染症の影響により収入が一定程度減少した世帯は

２．国からの新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
を財源とする山都町主体の支援制度

などの措置を受けることができます。

名　　　称 内　　　容 予 算 額

山都町しごと応援給付金
売上30％以上減少の事業継続を支援。
一律10万円
（国や県の持続化給付金の給付決定を受けた事業者が対象）

4,000万円

山都町元気回復プロジェクト
補助金

新商品開発、新たなサービスの提供。
単独10万円、団体30万円 450万円

山都町新型コロナウイルス
対策融資制度利子補給費
補助金

利子を3年間補助 882万円

山都食べ行く券
飲食・タクシーなどに利用できる金券
（1人3,000円）の配布 5,000万円

山都町失業者支援給付金
倒産、廃業による失業者の生活支援。
1人12万円 1,200万円
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問
そ
よ
風
パ
ー
ク
の
指

定
管
理
料
が
前
年
度
の

借
入
金
の
返
済
で
な
く

なっ
て
い
る
の
は
事
実
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
平
成
10
年
か
ら
毎
年

そ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ

た
。令
和
元
年
度
は
１

月
と
３
月
に
借
り
入
れ
、

２
年
度
の
指
定
管
理
料

で
返
済
し
て
い
る
。

問
経
営
改
善
に
向
け
て

宿
泊
棟
の
個
室
に
ト
イ

レ
を
設
置
す
る
等
の
改

修
工
事
が
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
間
の
収
益
減
へ
の

対
策
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
工
事
の
影
響
が
最

小
限
に
な
る
よ
う
閑
散

期
の
１
月
か
ら
工
事
を

行
っ
た
。稼
働
客
室
の
確

保
の
た
め
に
、洋
室
８

室
を
１
月
６
日
か
ら
２

月
16
日
、和
室
３
室
を

２
月
20
日
か
ら
３
月
16

日
と
分
け
て
行
い
、改
修

が
完
了
し
た
部
屋
か
ら

随
時
稼
働
で
き
る
よ
う

に
し
た
。

問（
有
）そ
よ
風
遊
学
協

会
の
清
算
に
あ
た
り
、約

４
６
０
０
万
円
の
債
務

超
過
は
ど
う
処
理
す
る

の
か
。

答（
町
長
）

　
破
産
管
財
人
を
た
て
、

資
産
を
処
分
し
処
理
し

て
い
く
。

問
従
業
員
の
次
の
働
き

先
や
生
活
の
保
障
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
ま
ず
は
施
設
の
再
開

を
急
ぐ
。清
算
手
続
き

を
進
め
な
が
ら
、未
払
い

賃
金
立
て
替
え
制
度
や
、

町
が
給
付
す
る
失
業
者

支
援
給
付
金
を
活
用
す

る
。

問
新
道
の
駅
事
業
に
お

い
て
、基
本
設
計
や
企

画
運
営
計
画
等
の
業
務

が
外
部
委
託
さ
れ
て
い

る
。委
託
先
の
事
業
者

は
。ま
た
、ど
の
よ
う
な

道
の
駅
を
目
指
し
て
い

る
の
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
新
道
の
駅
は
、子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
心

身
と
も
に
健
康
で
楽
し

い
暮
ら
し
を
創
造
で
き

る
道
の
駅
と
設
定
。地

域
住
民
の
活
動
拠
点
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

町
内
全
域
の
観
光
案
内
、

道
路
・
地
域
情
報
を
発

信
す
る
活
発
な
交
流
空

間
、山
都
町
の
野
菜
や

特
産
品
の
販
売
、そ
れ

ら
を
活
用
し
た
飲
食
店
、

町
内
事
業
者
に
よ
る
テ

ナ
ン
ト
出
店
な
ど
を
計

画
し
て
い
る
。道
の
駅
の

市
場
調
査
業
務
、事
業

戦
略
策
定
、管
理
運
営

計
画
策
定
を
、ア
グ
リ

コ
ネ
ク
ト
山
都
㈱
に
依

頼
。用
地
買
収
、補
償
調

査
業
務
の
委
託
先
は
現

在
入
札
中
。交
差
点
協

議
用
の
資
料
作
成
を
㈱

建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
。

問
新
道
の
駅
に
は
、広
い

駐
車
場
、使
い
や
す
い
ト

イ
レ
、充
実
し
た
観
光
案

内
所
、防
災
備
蓄
の
機

能
が
あ
れ
ば
よ
く
、商
業

施
設
が
集
中
す
る
あ
の

エ
リ
ア
に
新
た
な
販
売

施
設
を
公
が
作
る
必
要

を
感
じ
な
い
。山
都
町
の

物
産
販
売
を
目
的
と
す

る
の
で
あ
れ
ば
、隣
接
す

る
商
業
施
設
と
連
携
す

る
の
が
高
効
率
で
は
な

い
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
物
産
販
売
施
設
も
計

画
に
入
っ
て
は
い
る
が
、

建
物
の
規
模
等
、ま
だ

決
定
し
た
わ
け
で
は
な

い
。観
光
案
内
業
務
の

充
実
は
考
え
て
い
る
。

一　般　質　問

西
に し だ

田　由
ゆ み こ

未子 議員

答　�子どもから高齢者まで心身ともに健康で楽しい暮らしを創造でき
る道の駅と設定。地域住民の活動拠点として位置付けている。

新道の駅事業では、どのような道の
駅を目指しているのか

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。
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一　般　質　問

答　�現在、施設ごとにどう運営管理するかを検討している。草刈りなども、
これまでの実務者と業務委託に向けた協議をするため、そよ風遊
学協会に確認を行っている。

そよ風パークの直営に見通しは
あるのか

後
ご と う

藤　壽
としひろ

廣 議員

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

問
４
月
30
日
の
全
員
協

議
会
ま
で
の
取
締
役
会

の
経
過
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
４
月
27
日
の
取
締
役

会
に
て
、業
務
は
５
月
31

日
ま
で
と
す
る
こ
と
と
、

指
定
管
理
の
解
除
を
決

定
し
た
。

問
職
員
の
給
与
、商
品

の
仕
入
れ
代
金
、リ
ー
ス

料
な
ど
の
未
払
い
分
を

解
消
す
る
た
め
会
社
を

存
続
さ
せ
よ
う
と
再
度

借
入
計
画
が
立
て
ら
れ

取
締
役
会
が
開
か
れ
て
い

る
が
、そ
の
時
の
判
断
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
５
月
15
日
の
取
締
役

会
で
は
、新
し
い
計
画
に

お
い
て
も
返
済
が
見
込

め
な
い
た
め
、借
入
は
断

念
さ
れ
た
。

問
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

の
協
議
内
容
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
施
設
全
体
の
一
括
管

理
、あ
る
い
は
一
部
の
運

営
に
つ
い
て
複
数
の
団
体

か
ら
様
々
な
提
案
を
受

け
て
お
り
、現
在
と
り
ま

と
め
中
。収
益
性
の
低
い

施
設
は
町
が
直
接
管
理

す
る
事
も
含
め
検
討
し

て
い
る
。

問
直
営
と
い
う
が
見
通

し
は
あ
る
の
か
。部
分
的

な
指
定
管
理
に
つ
い
て
も

ど
こ
ま
で
準
備
を
し
て
い

る
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
現
在
、施
設
ご
と
に
ど

う
運
営
管
理
す
る
か
を

検
討
し
て
い
る
。草
刈
り

等
も
、こ
れ
ま
で
の
実
務

者
と
業
務
委
託
に
向
け

た
協
議
を
す
る
た
め
、そ

よ
風
遊
学
協
会
に
確
認

を
行
っ
て
い
る
。

問
元
従
業
員
は
再
開
を

待
つ
形
で
現
在
無
職
状

態
の
人
も
い
る
。一
刻
も

早
く
予
算
を
付
け
事
業

を
開
始
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
。で
き
な
い
の
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、従
来

よ
り
運
営
に
携
わ
っ
て
い

た
支
援
部
か
ら
自
身
に

よ
る
再
開
の
希
望
が
上

が
っ
て
い
る
。物
産
館
へ
の

出
品
者
で
組
織
を
作
り

管
理
し
た
い
と
い
う
声

も
あ
る
が
、物
産
館
は
採

算
が
合
う
状
況
で
は
な

く
進
展
の
目
途
が
た
た

な
い
。

問
施
設
の
採
算
性
が
問

題
な
の
で
は
な
い
。施
設

再
開
を
待
つ
、生
活
の
か

かっ
た
町
民
が
い
る
。そ
の

こ
と
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

答（
町
長
）

　
レ
ス
ト
ラ
ン
、物
産
館

共
に
早
く
再
開
さ
せ
た

い
。問

全
て
の
施
設
を
町
が

管
理
す
る
と
な
る
と
、相

当
の
経
費
が
必
要
に
な

る
。更
に
こ
の
ま
ま
何
も

し
な
け
れ
ば
、余
計
に
管

理
費
が
増
え
る
の
で
は
。

答（
副
町
長
）

　
対
応
速
度
が
遅
い
と

い
う
指
摘
だ
が
、コ
ロ
ナ

対
策
と
平
行
し
な
が
ら

全
力
で
取
り
組
ん
で
い

る
。そ
よ
風
パ
ー
ク
が
重

要
で
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。対
応
を
急
ぐ
。

問
会
社
の
清
算
方
法
、

給
与
や
商
品
代
金
の
未

支
払
い
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
有
限
会
社
で
あ
る
そ

よ
風
遊
学
協
会
の
場
合

は
破
産
の
手
続
き
を
取

る
事
に
な
る
。債
務
に
つ

い
て
は
当
該
法
人
の
破

産
手
続
き
に
て
処
理
さ

れ
る
。
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問（
有
）そ
よ
風
遊
学
協

会
の
役
員
構
成
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
現
在
、取
締
役
３
名
、

監
査
役
１
名
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。代
表
取
締
役

で
あ
っ
た
宮
原
良
一
氏
は

５
月
15
日
に
辞
任
届
が

提
出
さ
れ
、６
月
３
日
の

取
締
役
会
で
承
認
さ
れ

て
い
る
。

問
公
表
さ
れ
た
第
三
セ

ク
タ
ー
等
経
営
健
全
化

方
針
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
た
の
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
経
営
状
況
を
把
握
す

る
た
め
に
、取
締
役
会
に

出
席
し
、月
次
の
経
営

状
況
の
把
握
に
努
め
た
。

ま
た
収
支
改
善
に
向
け
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
売
上
増
加
に
つ
な
げ

る
べ
く
、ホ
テ
ル
の
客
室

11
室
に
ト
イ
レ
を
設
置

し
て
い
る
。経
営
・
運
営

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣

し
、経
営
そ
の
も
の
の
改

善
に
も
取
り
組
ん
で
い

た
が
、結
果
を
検
証
す
る

前
に
、取
締
役
会
に
て
事

業
の
停
止
が
決
定
さ
れ

た
。

問
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保

証
４
号
に
よ
る
借
入
で
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
資
金
繰

り
難
を
し
の
ぐ
と
い
う
、

そ
よ
風
遊
学
協
会
の
計

画
に
対
し
、返
済
の
見
込

み
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た

根
拠
は
。

答（
町
長
）

　
返
済
見
込
み
の
判
断

は
取
締
役
会
全
体
で
下

し
た
も
の
で
あ
る
。１

月
の
２
５
０
０
万
円

の
借
入
時
に
返
済
方

法
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、次
年
度
の
指
定
管

理
料
か
ら
と
い
う
回
答

に
、取
締
役
会
で
は
異

論
が
上
が
っ
た
が
、２
月

と
３
月
の
決
済
に
必
要

で
あ
る
た
め
了
承
さ
れ

た
。３
月
23
日
に
再
度

８
０
０
万
円
の
借
入
の

話
が
あ
り
、こ
れ
に
つ
い

て
も
、こ
れ
で
４
月
末
は

乗
り
切
れ
る
と
い
う
理

由
で
了
承
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
時
に
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
保
証
４
号
を
活

用
し
た
６
０
０
０
万
円

の
借
入
の
話
も
あ
っ
た

が
、そ
の
時
点
で
は
結

論
を
出
せ
な
か
っ
た
。４

月
の
取
締
役
会
で
、コ
ロ

ナ
禍
で
益
々
厳
し
い
状

況
と
な
る
な
か
、こ
れ
ま

で
の
経
営
状
況
に
鑑
み
、

６
０
０
０
万
円
の
借
入

は
返
済
が
見
込
め
な
い

と
判
断
さ
れ
た
。

問
地
方
の
事
業
に
対
し
、

国
か
ら
様
々
な
支
援
策

が
出
て
い
る
が
、そ
れ
ら

を
活
用
し
て
、な
ん
と
か

存
続
さ
せ
よ
う
と
は
考

え
な
かっ
た
か
。

答（
副
町
長
）

　
山
都
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
と
っ
て
、そ
よ
風

パ
ー
ク
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。第
三
セ
ク

タ
ー
は
町
が
出
資
し
て
い

る
と
は
い
え
、公
共
団
体

で
は
な
く
独
自
に
資
金

を
調
達
し
、営
業
を
通
し

て
利
益
を
上
げ
て
行
か

ね
ば
な
ら
な
い
。借
入
は

後
の
負
担
を
伴
う
も
の

で
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

保
証
４
号
に
よ
る
借
入

も
い
ず
れ
は
返
済
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。今
回
の
借

入
計
画
は
後
に
大
き
な

禍
根
を
残
す
た
め
実
行

し
な
い
と
い
う
取
締
役

会
と
し
て
も
苦
渋
の
判

断
で
あ
っ
た
と
受
け
止

め
、町
は
後
の
処
理
を
行

う
事
と
し
た
。

一　般　質　問

藤
ふじかわ

川　多
た み

美 議員

答　�1月、3月と借入を繰り返し、コロナ禍で益々厳しくなる中、更なる
6,０００万円の借入は返済が見込めないと判断された。

そよ風遊学協会の借入計画に対し、返
済の見込みがないと判断された根拠は

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。
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一　般　質　問

答　�住環境の整備や教育環境の整備、情報技術の活用など、総合的
に、住民の皆さんにも協力していただきながら、山都町全体で受け
入れの環境づくりを進めていきたい。

ICTの普及で都市部からの田園回帰が見込ま
れる中、山都町が選ばれる田舎となるためには

吉
よしかわ

川　美
み か

加 議員

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

電子黒板に映し出された絵本に見入る児童たち（清和小）

問
国
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
環

境
整
備
に
つ
い
て
、本
町

は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答（
教
育
長
）

　
教
育
現
場
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
は
、

休
校
期
間
中
の
活
用
で

そ
の
有
用
性
が
示
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。こ
れ

か
ら
は
教
員
の
活
用
能

力
の
向
上
を
目
指
す
。Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
６
月
か

ら
配
置
し
て
い
る
が
、９

校
を
見
る
の
で
１
校
当

た
り
の
頻
度
は
少
な
い

た
め
、県
の
研
修
機
会
等

も
利
用
し
な
が
ら
、進
め

て
行
く
。

問
行
政
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
利
活
用
の
現
状
と
今

後
の
計
画
は
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
行

動
制
約
が
か
か
る
中
、仕

事
や
学
業
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
有
効
性
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。東
京
か
ら

仕
事
ご
と
山
都
町
に
移

り
、海
外
も
相
手
に
し
た

事
業
を
行
っ
て
い
る
実
例

も
あ
る
。一
方
、高
齢
化
の

進
む
山
都
町
で
は
、従
来

の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

必
要
で
、ア
ナ
ロ
グ
と
デ

ジ
タ
ル
両
方
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
策

に
力
を
入
れ
、町
民
や
町

内
事
業
者
に
活
用
し
て

も
ら
う
事
を
目
指
す
。

問
全
町
に
引
い
た
光
通

信
網
を
有
効
活
用
す
れ

ば
、長
期
休
校
に
お
け

る
学
校
と
児
童
生
徒
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、

光
回
線
に
よ
る
Ｔ
Ｖ
放

送
な
ど
も
可
能
に
な
り
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ら
で

は
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
の
助
成
制
度
な
ど
も

活
用
し
な
が
ら
進
め
ら

れ
な
い
か
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　
光
Ｔ
Ｖ
は
、全
世
帯

に
配
信
す
る
た
め
に
必

要
な
整
備
費
用
が
約

３
億
５
０
０
０
万
円
、

専
属
の
職
員
の

確
保
と
、回
線
利

用
料
が
世
帯
当

た
り
５
０
０
０

円
程
必
要
。財
政

課
題
、運
用
課
題

に
お
い
て
検
討
が

必
要
だ
。ま
ず
は

既
存
媒
体
に
よ

る
情
報
発
信
の

活
性
化
と
内
容

の
工
夫
、子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま

で
の
ス
マ
ホ
に
よ

る
情
報
収
集
を

啓
発
し
た
い
。町

民
を
対
象
と
し
た
ス
マ

ホ
活
用
講
座
も
計
画
し

て
い
る
。防
災
ア
プ
リ
は

日
常
生
活
に
も
便
利
な

機
能
を
備
え
て
お
り
、活

用
し
て
欲
し
い
。

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
で
都

市
部
か
ら
の
田
園
回
帰

が
見
込
ま
れ
る
中
、山

都
町
が
選
ば
れ
る
田
舎

と
な
る
た
め
に
は
。

答（
町
長
）

　
住
環
境
の
整
備
や
教

育
環
境
の
整
備
、情
報

技
術
の
活
用
な
ど
、総
合

的
に
、住
民
の
皆
さ
ん
に

も
協
力
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、山
都
町
全
体
で

受
け
入
れ
の
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

9 議会だより「山都」 第37号



同意・承認・工事請負契約の締結

議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。

山
都
町
議
会
広
報

■
発
行
・
山
都
町
議
会

■
編
集
・
議
会
広
報
委
員
会

山
都
町
役
場 

議
会
事
務
局

〒
8
6
1
‐
3
5
9
2 

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
浜
町
6

1（
0
9
6
7
）7
2
‐
1
2
8
9

※詳しい日程等については、議会事務局までお問い合わせください。（☎72-1289）

次の定例会は、

9月の予定です。
コロナ対策で傍聴席が約20席となります。予めご了承ください。

編

後
集

記

　
突
然
の
そ
よ
風
遊
学
協
会
の
事
業
停
止
発
表
に
合
理

的
説
明
は
な
か
っ
た
。町
1
0
0
％
出
資
、取
締
役
に
町

長
が
就
い
て
い
る
の
に
、会
議
の
内
容
さ
え
明
ら
か
に

さ
れ
な
い
。ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
、英
断
で
あ
っ
た

等
の
ひ
そ
ひ
そ
話
は
時
代
遅
れ
だ
。決
断
の
理
由
を
住

民
に
正
確
に
説
明
す
る
の
が
政
治
家
の
責
任
で
あ
る
。

（
中
村
　
五
彦
）

本誌で掲載していない6月定例会の
議案と議決結果は、山都町HPに掲載
してあります。

 

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
工
藤
　
文
範

 

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
　
眞
原
　
　
誠

副
委
員
長
　
興
梠
　
　
誠

委
　
　
員
　
中
村
　
五
彦

　
　
　
　
　
吉
川
　
美
加

　
　
　
　
　
後
藤
　
壽
廣

【農業委員会委員の任命に
  ついて同意しました】

【人権擁護委員の候補者推薦に
 ついて承認しました】

【
工
事
請
負
契
約
】

　

工　

事　

名　
「
山
都
町
立
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
施
設
整
備
工
事
」

　

契
約
金
額　

６
，０
７
４
万
７
，３
９
０
円

　

契
約
相
手
方　

西
邦
電
気
工
事
株
式
会
社

（
工
事
の
内
容
）

文
部
科
学
省
が
掲
げ
る

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」の
実
現
に
向
け
て
、

小
中
学
校
に
お
け
る
高

速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
施
設
の

整
備
工
事
を
し
ま
す
。

町
内
の
全
小
中
学
校
に

整
備
し
ま
す
。

○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　／：採決なし

議　件　名 議　決
年月日 採決結果

眞
原
西
田
中
村
矢
仁
田

興
梠
藤
川（
多
）

甲
斐
飯
開
吉
川
藤
原
後
藤
藤
川（
憲
）

藤
澤

議案第45号 令和2年度山都町一般会計
補正予算（第3号）について

R2.6.10 否決 〇 ● ● 〇 ● ● 〇 〇 ● ● ● 〇 〇

議案第46号 令和2年度山都町国民宿舎特別
会計補正予算（第1号）について

R2.6.10 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇

令和2年第2回定例会　賛否の公表

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

義
務
教
育
を
受
け
る
児
童
生
徒
の
た

め
に
、１
人
１
台
の
学
習
者
用
Ｐ
Ｃ

と
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
な
ど
を

整
備
す
る
５
年
間
の
計
画
。 

そ
の
目

的
は
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
個
性
に

合
わ
せ
た
教
育
の
実
現
で
、ま
た
、教

職
員
の
業
務
を
支
援
す
る「
統
合
系

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」の
導
入
で
、教

員
の
働
き
方
改
革
に
も
つ
な
げ
る
。

Global and Innovation Gateway for All

(敬称略)
飯星　房雄（鎌　野）/ 兼瀬　洋一（鶴ケ田）
佐藤　幸代（高　辻）/ 高森　　正（北中島）
藤嶋　壽隆（    今   ）/ 門岡　和美（米　生）
原田　　茂（井無田）/ 工藤　民雄（上差尾）
橋本　敬士（花　上）/ 高橋富美代（御　所）
上田潤一郎（小　笹）/ 山下　和義（猿　渡）
泉　　浩治（    原   ）/ 後藤　康喜（浜　町）
金井　満太（杉　木）/ 田中千男喜（菅　尾）
山本　勝洋（下名連石）
室口　朝生（目　丸）/ 山下　正喜（田　所）

以上19名

（敬称略）
佐藤　章（大　平）　 （画像：令和元年文部科学省作成リーフレットより引用）


